
１．日時： 平成27年4月22日（水）　15:00～17:00

２．場所： 太田川河川事務所　３階会議室

３．出席者

部会長：　中山　隆弘　【広島工業大学　名誉教授】

委 　員：　河合　研至　【広島大学大学院工学研究院　教授】

委 　員：　山田　昌徳 【広島商工会議所　産業・地域振興部長】

　　温井ダム管理所、中国技術事務所

４．議事次第：

・    審査対象案件（工事）の全体説明

・    審査対象案件（工事）の個別審査

・    審査対象案件（業務）の全体説明

・    審査対象案件（業務）の個別審査

・    落札者決定時の意見聴取に関する報告

５．審査概要：　　※対象案件は別添、総合評価審査部会資料（抜粋）のとおり

（１）審査対象案件（工事）の全体説明

審査対象工事件数・・・　一般競争入札（総合評価方式）　 全 11件

＜審査工事件数の内訳＞

1） 評価項目・加算点の審査（公告前審査）・・・ 3件

総合評価方式【技術提案評価型】内訳

審査件数

0件

総合評価方式【施工能力評価型】内訳

審査件数

1件

1件

1件

3件

2）技術提案の審査（入札前審査）・・・・・・ 8件

総合評価方式【技術提案評価型（S型）】内訳

審査件数

0件

総合評価方式【施工能力評価型】内訳

審査件数

2件

5件

1件

8件

通信設備

計

維持修繕

工種

一般土木

計

計

造園

塗装

計

発注者：　三次河川国道事務所、太田川河川事務所、土師ダム管理所、弥栄ダム管理所、

工種

工種

一般土木

工種

中国地方整備局総合評価審査委員会 広島県第一部会 （第1回）
開催結果の概要



（２）審査対象案件（業務）の全体説明

審査対象業務件数・・・ 全 19件

＜審査業務事件数の内訳＞

1）評価項目・加算点の審査（公告・公示前審査）・・・ 12件

業務種別 審査件数

土木関係建設
コンサルタント業務

5件

土木関係建設
コンサルタント業務

5件

測量業務 2件

12件

１）評価項目・加算点の審査（特定・入札前通知前審査）・・・ 7件

業務種別 審査件数

土木関係建設
コンサルタント業務

2件

土木関係建設
コンサルタント業務

5件

7件

（３）落札者決定時の意見聴取に関する報告

報告工事件数・・・　一般競争入札（総合評価方式） 全 22件 (H27.2.23～H27.3.19開札分)

・ 施工能力評価型 ・・・・・・ 22件

報告業務件数・・・　（総合評価落札方式） 全 21件 (H27.2.23～H27.3.19開札分)

６．審議における主な意見・質問

別紙、審議における主な意見・質問のとおり

簡易公募型競争入札
・総合評価落札方式

簡易型

簡易公募型
プロポーザル方式

総合評価型

発注契約方式

発注契約方式

計

計

簡易公募型競争入札
・総合評価落札方式

簡易公募型
プロポーザル方式

総合評価型

簡易型



別紙

（第１回）審議における主な意見・質問

工事審査

○全体

・個別の評価項目の内容について質問有り。

→評価項目の評価基準の考え方について説明。

重要審査（工事）

○備北丘陵公園遊戯施設修繕工事

・遊戯施設のメンテナンス及び更新時期について質問有り。

→製作からの経過年数に基づく更新時期について説明。

・更新計画の全体方針について質問有り。

→複数年に渡る更新計画について説明。

・求める施工計画のテーマの内容について質問有り。

→テーマの定めた理由について説明。

・参加資格を有する業者数の状況について質問有り。

→想定されている業者数について説明。

・備北丘陵公園の利用者数に関する質問有り。

→累計利用者数と年間利用者数について説明。

○根谷川寺山地区護岸外工事

・工事の工期の設定方法について質問有り。

→河川内工事における工期の基本的な設定方法と本工事の施工方針について説明。

・個別の評価項目の内容について質問有り。

→評価項目の評価基準の考え方について説明。

業務審査

○全体

・個別業務の業務種別について質問有り。

→業務種別の設定の考え方について説明。

・個別業務の業務内容について質問有り。

→個別の業務の業務内容について説明。

重要審査（業務）

○広島西部山系直轄砂防事業計画検討業務

・個別業者の技術提案書の内容について質問有り。

→個別の内容について説明。

・個別の評価項目について質問有り。

→個別の評価項目について説明。

※本部会で頂いたご意見ご質問は、今後の総合評価実施での参考とします。



　総合評価審査委員会資料（抜粋）

 



審査対象工事一覧表

平成２７年４月２２日

資料－１

平成２７年度　広島県第一部会（第１回）



◆公告前の審査【施工能力評価型】対象工事一覧

※下表において、◎は重要審査工事を示す
技能者の
従事計画

企業の
技術力

施工能
力

現場担
当技術

者
ｱ） ｲ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） ア） ア） ア） ア） イ） ア） イ） ウ） エ） オ）

参加資格

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

同
種
工
事
の
実
績

同
じ
工
種
種
別
の
２
年
間
の
平

均
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度
）

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
／
安

全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
表
彰
企
業
の
活
用

登
録
基
幹
技
能
者
又
は

建
設
マ
ス
タ
ー

有
効
な
新
技
術
の
活
用

情
報
化
施
工
の
活
用

現
場
担
当
技
術
者
の
配
置
計
画

地
元
企
業
の
一
次
下
請
活
用
率

地
元
資
材
の
活
用
率

同
種
工
事
の
実
績

同
種
工
事
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
／
安
全

管
理
優
良
技
術
者
表
彰

継
続
教
育
（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）

舗
装
施
工
管
理
技
術
者

◎ 1
三次河川
国道事務
所

造園 Ａ
公
園

備北丘陵公園遊戯施設
修繕工事

【遊具組立設置工】
ｱｽﾚﾁｯｸ遊具（ﾂﾁﾉｺ）　1基
ｱｽﾚﾁｯｸ遊具（馬跳び）　1基
ｱｽﾚﾁｯｸ遊具（ﾋﾊﾞｺﾞﾝの家）
1基
【遊具施設修繕工】
衝撃吸収材　１式
【公園施設等撤去・移設
工】
公園施設撤去　１式

公園利用者がいる中での
作業となるため、公園利
用者の安全対策への配慮
が重要である。

5
一般
競争

Ⅰ型 ○

2
太田川河
川事務所

一般
土木

C
砂
防

広島西部山系長楽寺渓
流保全工事

流路　L=242m（砂防土工　1
式（掘削　V=6,280m3、盛土
V=1,900m3）、作業土工　1
式、法面工　1式、流路護岸
工　1式（石積擁壁工
A=690m2、底張工
A=590m2、床固工　14基、垂
直壁14基・水叩・側壁）、
流路付属物設置工　1式
管理用道路　L=218.4m（道
路土工　1式（掘削
V=560m3、路体等盛土
V=2,630m3）、作業土工　1
式、法面工　1式、擁壁工
1式（L=30.87m
V=129m3）、石積工　1式、
排水構造物工　１式（側溝
工L=201m、集水桝工N=5箇
所、地下排水　L=43m）、舗
装工　1式（コンクリート舗
装　A=890m2）、防護柵工
1式（ガードレール
L=199m）、道路付属施設工
1式（防草処理工）、仮設工
1式）

－ 5
一般
競争

Ⅱ型 ○

3
太田川河
川事務所

塗装 -
河
川

太田川戸坂３号ゲート
外塗替工事

戸坂３号樋門
　ゲート塗替　１門分
　管理橋、建屋塗替　１式
戸坂排水機場吐出樋門
　ゲート塗替　１門分
　管理橋塗替 　１式
戸坂排水機場除塵機
　除塵機塗替　１門分
　スクリーン　１式

－ 5
一般
競争

Ⅱ型 ○

ラ
ン
ク

①
施
工
体
制
を
除
く
全
て

加
算
点
の
合
計

施工計画

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
要
審
査
工
事

工事名No.
区
分

事
務
所
名

工事の特性

（評価項目設定の妥当性
が判断できる工事内容や
サイト特性をわかりやす

く記載すること）

工
事
種
別

　
　
備
　
　
考

地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

配置予定技術者の能力
企
業
の
能
力
等
　
計

技
術
者
の
能
力
等
　
計

地元企業活用促
進型

入
札
方
式

工事概要

公
告
時
期
（
月
）

企業の施工実績

評
価
型
区
分

施
工
体
制
確
認
型

施工体制



◆入札前の審査【施工能力評価型】対象工事一覧
※下表において、◎は重要審査工事を示す

平均点 最高点 最低点 可 不可

◎ 1
太田川河川
事務所

一般
土木

-
河
川

根谷川寺山地区護岸外工
事

工事延長　L=688.7m
掘削工　Ｖ＝3,000m3
盛土工　V=3,300m3
法覆護岸工　ﾌﾞﾛｯｸ張　V=2,157m2
残土処理工　１式
構造物撤去工　１式

－ Ⅱ型 30 14 1 5 20 70.0 －

2
三次河川国
道事務所

一般
土木

C
道
路

鍵掛峠道路新屋地区進入
路工事

工事延長 L=800ｍ
掘削工　V=15,800m3、
盛土工　V=4,100m3、
路体外盛土　V=1,000m3、
地盤改良工(置換)　V=390m3、
法面工　１式、
擁壁工　１式、
排水構造物工　１式、
防護柵工　１式、
仮設工　１式

- Ⅱ型 30 14 1 1 4 20 70.0 -

3
太田川河川
事務所

維持
修繕

-
河
川

太田川中上流整備工事

八木仮置場
　残土処理工　１式
　清掃工　１式
上殿仮置場
　残土処理工　１式
太田川　矢口工区
　オーバーレイ工　A =約720m2

－ Ⅱ型 30 15 5 20 70.0 －

4
太田川河川
事務所

維持
修繕

-
河
川

太田川下流外整備工事

太田川　観音新町工区
　整地　V =約6,000m3
太田川　南千田西町工区
　舗装工　A =約1,500m2
小瀬川　小瀬工区
　舗装工　A =約860m2

－ Ⅱ型 30 15 5 20 70.0 －

5
三次河川国
道事務所

維持
修繕

－
道
路

尾道・松江自動車高野地
区整備工事

工事延長Ｌ＝約15,290ｍ
路体盛土　V=300m3
舗装工　A=600m2
側溝工　L=500m
張ｺﾝｸﾘｰﾄ　A=1,000m2
道路清掃工　１式
除草工　A=100m2
応急対策作業工　１式
構造物撤去工　１式
仮設工　１式

- Ⅱ型 30 15 5 20 70.0 -

6
三次河川国
道事務所

維持
修繕

－
道
路

尾道・松江自動車口和地
区整備工事

工事延長Ｌ＝約11,460ｍ
路体盛土　V=400m3
舗装工　A=550m2
側溝工　L=450m
防止柵工　１式
張ｺﾝｸﾘｰﾄ　A=100m2
道路清掃工　１式
除草工　A=100m2
応急対策作業工　１式
構造物撤去工　１式
仮設工　１式

- Ⅱ型 30 15 5 20 70.0 -

⑤
施
工
能
力

（
情
報
化
施
工
の
活
用

）

⑦
地
元
企
業
活
用
促
進
型

評
価
型
区
分

加　　　点

⑥
現
場
担
当
技
術
者

（
現
場
担
当
配
置
計
画

）

⑧
地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
要
審
査
工
事

No.

事
務
所
名

区
分

工
事
種
別

③
登
録
基
幹
技
能
者
又
は
建
設
マ
ス
タ
ー

ラ
ン
ク

評価点

①
施
工
体
制

②
企
業
の
施
工
実
績

④
企
業
の
技
術
力

（
有
効
な
新
技
術
の
活
用

）

工事名

簡易な施工
計画

評価内訳
（社数）

可／不可

工事概要

工事の特性

（評価項目設定の妥当性が判断できる工事内容
やサイト特性をわかりやすく記載すること）

備
考

技
術
資
料
提
出
者
数

⑨
配
置
予
定
技
術
者
の
能
力

入
札
参
加
資
格
者
数

技術提案、施工計画
【求めた技術提案】合

計



◆入札前の審査【施工能力評価型】対象工事一覧
※下表において、◎は重要審査工事を示す

平均点 最高点 最低点 可 不可

⑤
施
工
能
力

（
情
報
化
施
工
の
活
用

）

⑦
地
元
企
業
活
用
促
進
型

評
価
型
区
分

加　　　点

⑥
現
場
担
当
技
術
者

（
現
場
担
当
配
置
計
画

）

⑧
地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
要
審
査
工
事

No.

事
務
所
名

区
分

工
事
種
別

③
登
録
基
幹
技
能
者
又
は
建
設
マ
ス
タ
ー

ラ
ン
ク

評価点

①
施
工
体
制

②
企
業
の
施
工
実
績

④
企
業
の
技
術
力

（
有
効
な
新
技
術
の
活
用

）

工事名

簡易な施工
計画

評価内訳
（社数）

可／不可

工事概要

工事の特性

（評価項目設定の妥当性が判断できる工事内容
やサイト特性をわかりやすく記載すること）

備
考

技
術
資
料
提
出
者
数

⑨
配
置
予
定
技
術
者
の
能
力

入
札
参
加
資
格
者
数

技術提案、施工計画
【求めた技術提案】合

計

7
三次河川国
道事務所

維持
修繕

－
道
路

尾道・松江自動車三次地
区整備工事

工事延長Ｌ＝約25,330m
路体盛土　V=200m3
舗装工　A=550m2
側溝工　L=400m
防止柵工　１式
張ｺﾝｸﾘｰﾄ　A=450m2
道路清掃工　１式
除草工　A=100m2
応急対策作業工 １式
構造物撤去工　１式
仮設工　１式

- Ⅱ型 30 15 5 20 70.0 -

8
三次河川国
道事務所

通信
設備

－
河
川

江の川上流水位計設置外
工事

水位監視装置　１式
無線中継装置　６台
水位計　１２台
据付調整　１式

- Ⅱ型 30 14 1 5 20 70.0 -



審査対象業務一覧表

平成２７年４月２２日

資料－３

平成２７年度　広島県第一部会（第１回）



◇【簡易公募型プロポーザル方式】　評価項目及び評価点　　（公示前審査）

成績・
表彰

技
術
登
録
部
門

同
種
・
類
似
業
務
の
実
績

迅
速
性

履
行
保
証
力

瑕
疵
担
保
力

遵
法
性

業
務
成
績

表
彰

技
術
者
資
格

業
務
実
績

手
持
ち
業
務
量

（
該
当
す
る
場
合

は
非
選
定

）

雇
用
関
係

（
該
当
し
な
い
場
合
は

非
選
定

）

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰

従
事
期
間

技
術
者
資
格

業
務
実
績

（
該
当
し
な
い
場
合
は

非
選
定

）

雇
用
関
係

（
該
当
し
な
い
場
合
は

非
選
定

）

業
務
成
績

（
該
当
し
な
い
場
合
は

非
選
定

）

技
術
者
資
格

業
務
実
績

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰

従
事
期
間

C
P
D

技
術
者
資
格

業
務
実
績

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰

従
事
期
間

C
P
D

業
務
理
解
度

実
施
手
順

（
フ
ロ
ー

）

実
施
手
順

（
業
務
量
把
握

）

そ
の
他

（
知
識

）

そ
の
他

（
地
域
の
実
情

）

評
価
テ
ー

マ
間
の
整
合
性

◇簡易公募型プロポーザル方式

5
中国技術
事務所

機械設備傾向
管理検討業務

土木関係
建設コン
サルタン
ト業務

本業務は、ダム及び河川用水門
設備並びにジェットファンを主体
に、効率かつ効果的な状態監視
保全を実施するための傾向管理
項目等を検討し、管理手法（案）の
作成を行うものである。

5

4
中国技術
事務所

中国管内道路
防災診断業務

土木関係
建設コン
サルタン
ト業務

本業務は、道路防災総点検に基
づく防災カルテ点検結果の診断評
価を行う業務である。

5

3
中国技術
事務所

技術テーマ整理
検討業務

土木関係
建設コン
サルタン
ト業務

本業務は、発注者が収集するH27
技術ニーズについて整理し、課題
の抽出を行う。さらに重点的に取
り組むべき課題については、予備
調査を実施し、その結果を踏まえ
て評価資料を作成するものであ
る。

5

内
容

技術提案等の適切性

資格・実績

技術提案書等の評価点（特定・入札段階）

小
計

評
価
小
計

評価テーマⅠ

内
容

実施方針
・実施フロー

・工程・その他

予定管理技術者の経験及び能力

資格・実績 成績・表彰

小
計

実施方針

業
務
種
別

公
示
時
期

（
月

）

合
計

資格・実績

小
計

参加表明者の経験及び能力

資格・実績 資格・実績

小
計

業
務
実
施
体
制

（
該
当
す
る
場
合
は
非
選
定

）

備考合
計

NO

予定技術者の経験及び能力

業
務
名

予定照査技術者の経
験及び能力

成績・
表彰

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

成績・表彰

予定照査技術者の経験及び能
力

評価テーマⅡ

小
計

評
価
小
計

事
務
所
名

成績・表彰

予定管理技術者の経験及び能力 評
価
テ
ー

マ

入札参加者の評価点（選定・指名段階）

業
務
概
要

1
太田川河
川事務所

高瀬堰維持管
理計画（関連樋
門）外検討業務

土木関係
建設コン
サルタン
ト

高瀬堰関連樋門の維持管理計画
等の検討

4

2
太田川河
川事務所

高瀬堰管理フォ
ローアップ検討
業務

土木関係
建設コン
サルタン
ト

「ダム等の管理に係るフォローアッ
プ制度」に基づく定期報告書の作
成

4



◇【簡易公募型競争入札　総合評価落札方式（標準型 ／簡易型）】　評価項目及び評価点　　（公示前審査）

成績・
表彰

技
術
登
録
部
門

同
種
・
類
似
業
務
の
実
績

迅
速
性

地
域
貢
献
度

履
行
保
証
力

瑕
疵
担
保
力

遵
法
性

業
務
成
績

表
彰

技
術
者
資
格

業
務
実
績

手
持
ち
業
務
量

（
該
当
す
る
場
合
は

非
選
定

）

雇
用
関
係

（
該
当
し
な
い
場
合
は
非

選
定

）

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰

従
事
期
間

技
術
者
資
格

業
務
実
績

（
該
当
し
な
い
場
合
は
非

選
定

）

雇
用
関
係

（
該
当
し
な
い
場
合
は
非

選
定

）

業
務
成
績

（
該
当
し
な
い
場
合
は
非

選
定

）

技
術
者
資
格

業
務
実
績

手
持
ち
業
務
量

（
該
当
す
る
場
合
は

非
選
定

）

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰

従
事
期
間

C
P
D

技
術
者
資
格

業
務
実
績

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰

従
事
期
間

C
P
D

業
務
理
解
度

実
施
手
順

（
フ
ロ
ー

）

実
施
手
順

（
業
務
量
把
握

）

そ
の
他

（
知
識

）

そ
の
他

（
地
域
の
実
情

）

評
価
テ
ー

マ
間
の
整
合
性

◇簡易公募型競争入札　総合評価落札方式（簡易型）

4

5

7

3
三次河川
国道事務
所

三次管内橋梁外点検
業務

土木関係建
設コンサル
タント業務

本業務は、三次河川国道事務所
管内における道路橋梁その他点
検を行う業務である。

5

6

中国技術
事務所

ダイオキシン品質管
理業務

土木関係建
設コンサル
タント業務

本業務は、ダイオキシン類調査に
おける品質管理マニュアル（案）に
基づき、別途発注のダイオキシン
類分析業務の品質管理を行うもの
である。

5

5
中国技術
事務所

路面性状調査業務 測量業務

本業務は、適切な道路管理を行う
ため路面性状測定車を走行させ
て路面の性状を調査し、その実態
を把握すると共に、合理的な道路
管理と舗装の維持修繕計画の立
案を支援する業務である。

2
三次河川
国道事務
所

三次管内トンネル点
検業務

土木関係建
設コンサル
タント業務

本業務は、三次河川国道事務所
管内の国道５４号及び尾道松江線
におけるトンネル点検を行う業務
である。

5

予定技術者の経験及び能力

業
務
概
要

小
計

参加表明者の経験及び能力

資格・実績
成績・
表彰

資格・実績

小
計

業
務
実
施
体
制

（
該
当
す
る
場
合
は
非
選
定

）

NO

成績・表彰

予定管理技術者の経験及び能力 評
価
テ
ー

マ

実施方針

小
計

実施方針
・実施フロー

・工程・その他
成績・表彰

予定照査技術者の経験及び能
力

予定管理技術者の経験及び能力

資格・実績

事
務
所
名

資格・実績

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

業
務
名

業
務
種
別

公
示
時
期

（
月

）

入札参加者の評価点（選定・指名段階）

合
計

予定照査技術者の経
験及び能力

小
計

評価テーマⅡ

資格・実績 成績・表彰

小
計

評
価
割
合

備考

評
価
小
計

評価テーマⅠ

内
容

内
容

評
価
小
計

技術提案書等の評価点（特定・入札段階）

合
計

技術提案等の適切性

本業務は、三次河川国道事務所
管内の国道５４号及び尾道松江線
の交通安全・維持修繕事業におけ
る道路設計・歩道設計一般構造物
設計及び測量を行う業務である。

51
三次河川
国道事務
所

三次管内道路測量設
計その２業務

土木関係建
設コンサル
タント業務

本業務は、舗装の技術基準等の
改訂、ライフサイクルコスト・延命
効果の算出等を目的とし、試験舗
装箇所等の長期的なデータ収集
及び追跡調査を行うものである。

5
中国技術
事務所

管内試験舗装外調査
業務

測量業務

本業務は、河川及び湖沼に係るダ
イオキシン類の現状を把握するた
め、水質及び底質分析を行うもの
である。

5
中国技術
事務所

ダイオキシン類分析
業務

土木関係建
設コンサル
タント業務



◇【公募型／簡易公募型プロポーザル方式】　参加表明書／技術提案書の評価一覧表　　（特定前審査）

評価テーマ① 評価テーマ② 平均 最高 最低

◇簡易公募型プロポーザル方式

重要審査案件
広島西部山系の地域特性を
考慮した維持管理（除石含む）
の合理的な手法について

広島西部山系直轄砂防事業
の評価手法について

21
太田川河川事
務所

広島西部山系直轄
砂防事業計画検討
業務

土木関係建設
コンサルタント
業務

砂防事業計画検討１式

既存大型遠隔操縦式草刈機
の改良設計にあたっての留意
事項について

N0

2
シーズの抽出にあたっての留
意事項について

中国技術事務
所

堤防除草機械の改
良検討業務

土木関係建設
コンサルタント
業務

本業務は、堤防除草の効率化を図るた
め、既存の大型遠隔操縦式草刈機の改
良について検討を行うものである。

備　　　考
（ページ・番号）

3

評価テーマ内容

業務種別

公
示
時
期

（
月

）

事務所名 業務名

参加表明書の評価
（公募型・簡易公募

型の場合）

業務概要

満点

評価ウェート

技
術
提
案
書
の

提
出
要
請
者
数

提出された技術提案書の評価

技
術
提
案
提
出
者
数

技術提案書の評価

参
加
表
明
者
数

要
件
を
満
た
し
て
い

な
い
者

※中段：最高・最低得点者の技術提案得点を示す。
※下段：技術提案の最高・最低得点を示す。



◇【公募型／簡易公募型競争入札（総合評価落札）方式】　参加表明書／技術提案書の評価一覧表　　（入札前審査）

評価テーマ① 評価テーマ② 平均 最高 最低

◇簡易公募型競争入札（総合評価落札）方式   簡易型

1:1－ －22
太田川河川事務
所

広島西部山系安佐南
区自然環境調査業務

土木関係建設コ
ンサルタント業
務

自然環境調査１式

1:1－ －

業務種別

1
太田川河川事務
所

広島西部山系安佐北
区外自然環境調査業
務

土木関係建設コ
ンサルタント業
務

技
術
提
案
提
出
者
数

N0 事務所名

公
示
時
期

（
月

）

業務名
備　　　考

（ページ・番号）

技術提案書の評価

満点

評価ウェート

技
術
提
案
書
の

提
出
要
請
者
数

提出された技術提案書の評価業務概要
（履行場所、目的、内容）

要
件
を
満
た
し
て
い

な
い
者

評価テーマ

評
価
割
合

参
加
表
明
者
数

参加表明書の評価
（公募型・簡易公募

型の場合）

※中段：最高・最低得点者の技術提案得点を示す。
※下段：技術提案の最高・最低得点を示す。

自然環境調査１式 2

本業務は、中国横断自動車道尾道松江線の内、広島
県世羅郡世羅町別迫から庄原市高野町和南原地内
において道路設計及び路線測量を行う業務である。

23
三次河川国道事
務所

尾道・松江自動車道
測量設計業務

土木関係建設コ
ンサルタント業
務

－－

4

1:1

2 － 1:1－

25
三次河川国道事務
所

三次管内道路測量設
計業務

土木関係建設コン
サルタント業務

－－

三次河川国道事
務所

三次管内道路附属物
点検業務

土木関係建設コ
ンサルタント業
務

1:1

本業務は、三次河川国道事務所管内の国道５４号及
び尾道松江線における道路附属物点検を行う業務で
ある。

本業務は、三次河川国道事務所管内の国道５４号及
び尾道松江線の交通安全・維持修繕事業における道
路設計・歩道設計一般構造物設計及び測量を行う業
務である。
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